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当科において最近経験した肝細胞癌症例の臨床的検討

大田人可、高橋伸彦、水上裕輔、中野靖弘、田邊裕貴、田
中浩二、有里智志、渡 二郎、村上雅則、折居 裕、桜井
康雄、齋藤博哉



最近'８カ月間に当科に入院した初発の肝細胞癌症例40例を調査し，肝細胞癌の実態を知るとともに，

発見のきっかけを中心に検討した。ウイルス別では，Ｃ型が22例，Ｂ型が||例，Ｂ，Ｃとも陽性が｜例，

Ｂ，Ｃとも陰性が６例と，Ｂ型の占める割合が全国平均より高かった。基盤の肝病変は正常肝｜例，非

特異的変化２例，慢性肝炎４例，肝硬変33例であった。発見のきっかけは，当科でfollowup中が８例，

当科に初診が４例，他院からの紹介が26例で全体の65％と多くを占めた。発見のきっかけと腫傷径の関

係は，当科でfollowup中の８例は全例５ｃｍ以下だったが，紹介例の腫痛径はさまざまであった。なお，

他院から肝腫痛で紹介された24例をみると，前医でfollowupをうけていて腫傷がみつかったのは８例で

そのうち７例は５ｃｍ以下だった。逆に前医でも初診だった場合は'6例中'2例が５ｃｍ以上という結果で

あった。

紹介患者が多いのが，一つの特徴である。小さな肝細胞癌だけでなく，大きなびまん性の肝細胞癌も

いまだにみられた。より小さなうちに病変を発見することと，大きな病変に対する効果的な治療を見い

だすことが今後重要である。
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当科において最近経験した肝細胞癌症例の臨床的検討
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Keyｗｏｒｄ：肝細胞癌，発見のきっかけ

入院し検査あるいは治療を行った初回の肝細胞癌症例

40例を対象とした。基盤の肝病変をウイルスでわける

と，Ｃ型が22例(慢性肝炎１例，肝硬変21例)，Ｂ型が

11例(慢性肝炎３例，肝硬変８例)，Ｂ型Ｃ型両方陽'性

が１例(肝硬変)，非Ｂ非Ｃが６例(肝硬変３例，非特

異的変化２例，正常肝１例）である。これら症例につ

いて，肝細胞癌発見のきっかけについて調べ，さらに

そのきっかけと腫傷径との関係，腫傷径と初回治療内

容を検討した。紹介患者については，紹介された病院

でも初診だったのかあるいは経過をみていた症例だっ

たのかについても検討した。

はじめに

近年，画像診断の進歩と慢性肝疾患患者の細かな経

過観察により，小さなうちに肝細胞癌が見つかるよう

になってきている。しかし，その一方で腫傷径の大き

な症例やびまん性の肝細胞癌症例も日常遭遇している。

それらの実態を把握するため，今回われわれは当科に

おける最近の肝細胞癌症例を吟味し，特に発見のきっ

かけを中心に検討した。

対 象と方法

1994年４月から1995年９月までの18カ月間に当科に

１．発見のきっかけ（表１）

当科でfollowup中が８例，当科に初診が４例，他
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')旭川厚生病院消化器科〒O78旭川市１条通24丁目

2)同放射線科
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